
2018 No.706

9

60年分の
ありがとう
～高根沢町町制施行60周年
　記念イベントを開催しました～



タイムカプセル掘
り起しの様子を
「のぶおちゃんね
る」（YouTube）で
観ることができま
す。

タイムカプセルにかけられた幕を取る瞬間タイムカプセルにかけられた幕を取る瞬間

高根沢町町制施行60周年
記念イベントを開催しました

（2018・9月号）広報たかねざわ 2

　

今
年
、
高
根
沢
町
は
「
還
暦
」
を
迎

え
ま
し
た
。

　

8
月　

日
に
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
所

11

有
地
で
町
制
施
行　

周
年
記
念
イ
ベ
ン

60

ト
が
催
さ
れ
、
高
根
沢
の
節
目
を
祝
お

う
と
た
か
ね
ざ
わ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
や
た
ん
た
ん
祭
り
実
行
委
員

会
と
い
っ
た
町
の
有
志
も
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
は
、
福
田
知
事
や
五
十

嵐
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
町
功
労
者
な

ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
 
加  
藤  
公  
博 
町
長
は
「
高
根
沢
町
の
良

か 

と
う 
き
み 
ひ
ろ

さ
を
分
析
し
、
誇
り
を
持
ち
、
高
根
沢

町
な
ら
で
は
の
『
な
い
も
の
ね
だ
り
か

ら
、
あ
る
も
の
さ
が
し
へ
』、
そ
し
て

『
く
ら
し
高
ま
る　

た
か
ね
ざ
わ
』に
向

け
た
町
政
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
式
典
で
は
、
町
制
施
行　

周
30

年
を
記
念
し
町
民
広
場
に
埋
め
ら
れ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
お
披
露
目
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
は　
30

年
前
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
や
チ
ラ
シ
な
ど

の
ほ
か
、
家
族
や
自
分
自
身
へ
の
手
紙

1
8
5
通
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。　

年
30

越
し
に
母
親
の 
大  
嶋  
洋  
子 
さ
ん
か
ら
の

お
お 
し
ま 
よ
う 

こ

手
紙
を
受
け
取
っ
た 
今  
平 （
旧
姓
大
嶋
）

い
ま 
ひ
ら

 
千  
歳 
さ
ん
は
、「　

年
前
は
中
学
生
で

ち 

と
せ

30

『
先
生
』と
呼
ば
れ
る
職
業
に
就
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
町
長
で
母
親

の
キ
ミ
さ
ん
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ

た 
高  
橋  
克  
法 
参
議
院
議
員
は
、「『
人
の

た
か 
は
し 
か
つ 
の
り

輪
を
大
切
に
し
な
さ
い
』
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
た
か
ね
ざ
わ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
実
行
委
員
長

の 
古  
口  
文  
規 
さ
ん
が
「
大
好
き
な
高
根

こ 

ぐ
ち 
あ
や 
の
り

沢
へ
の
お
祝
い
と
恩
返
し
に
と
思
い
企

画
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
に
発
展
に
協
力
し
て
い
け
た
ら
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ア
ク
ト
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の 
中  
島  
伸  
雄 
さ
ん
が
登
場
し
、「
住

な
か 
し
ま 
の
ぶ 

お

め
ば
都
の
高
根
沢
」
な
ど
3
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
孫
と
祖
父
母
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
で
は
、
高
根

沢
高
校
の
生
徒
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
人
々
が
モ
デ
ル
と
し
て
登
場
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
根
沢

出
身
の
作
曲
家
・ 
菅  
野  
祐  
悟 
さ
ん
の
コ

か
ん 

の 

ゆ
う 

ご

ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、
4
0
0
席
あ

る
客
席
は
満
員
、
立
ち
見
も
で
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
し
て
た
く
さ
ん
の
花
火
が
夜
空
を
彩

る
と
、
会
場
を
訪
れ
て
い
た
人
々
か
ら

は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。



▲加藤町長から感謝状を受ける磯孝男さん

タイムカプセルにかけられた幕を取る瞬間タ

　長年、分団長や執行部として活躍した
消防団員と婦人防火クラブの委員長を務
めた人へ感謝状が贈られました。

　当日は、宇津救命丸
株式会社の「一万燈
祭」も開催され、子ど
もたちによるステー
ジパフォーマンスや
お神輿が披露されま
した。

　式辞を述べる加藤
町長。「次なる60年後
に向かって、さらに
若々しく、力強くスタ
ートする元年とした
い」と改めて決意を表
明しました。

　「孫と祖父母のファ
ッションショー」で登
場したご家族。モデル
として参加した人は
「楽しいし変身できて
とても幸せ」と嬉しそ
うに話していました。

　式典のアトラクシ
ョンとして登場した
高根沢湧泉太鼓の会
の皆さん。力強く美し
い演奏で町制施行60
周年をお祝いしまし
た。

町消防団60周年記念感謝状贈呈

◆町長感謝状贈呈者（敬称略）
（消防団）磯　孝男
（婦人防火クラブ）
　荒井光江、仲山洋子、阿久津栄子

◆団長感謝状贈呈者（敬称略）
木村進一、橋本順市、野中公博、
森山和広、鈴木　充、鈴木政広、
土田敬実、菅又一則、土屋修一、
荒井崇司、高野健一、植木　司、
村上　誠、鈴木康博、小堀　洋、
篠﨑浩久、小西美好、篠﨑光順、
磯　和広、野中貴徳、山﨑　巧、
矢田部貴夫、田代貴之、野中　満、
小林貞之、増渕友信、増渕裕介、
上野　浩、鈴木由治、永島秀隆、
永島宏希、五月女俊祐、鉢村昌一、
加藤芳孝

手
紙
を
発
送
し
ま
す
！

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に
入
っ

て
い
た
手
紙
を
、
9
月
3
日

（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。

目
印
は
、
封
筒
の

【
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
2
0
1
8
】

と
い
う
表
示
で
す
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
手
紙
を
入
れ

た
心
当
た
り
が
あ
る
の
に
、
暫
く

し
て
も
手
紙
が
届
か
な
い
人
へ

　

転
居
等
に
よ
る
宛
先
不
明
で
、

手
紙
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
宛
先
不
明
の
場
合
、
手
紙
は

役
場
に
返
戻
さ
れ
ま
す
。

　

返
戻
さ
れ
た
手
紙
は
、
平
成
31

年
3
月
末
日
ま
で
役
場
で
保
管
し

ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
人

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

企
画
課

☎
6
7
5
・
8
1
0
2

○
○
○
○
○

【タイムカプセル2018】

封筒イメージ

○
○
○
○
○
様
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東小新校舎が完成しました

　

東
小
は
、
旧
中
央
小
、
桑
窪
小
、
柏

崎
小
、
台
新
田
小
の
東
部
4
校
が
統
合

し
、
昭
和　

年
に
開
校
し
ま
し
た
。

46

　

開
校
当
初
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
環
境
緑
化
に
力

を
入
れ
、
全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
特
選
（
文
部
大
臣
賞
）
や
緑
化

推
進
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど
、

様
々
な
賞
を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
高
根
沢
中
と
共
に
「
高
根

沢
町
小
中
一
貫
教
育
」
の
モ
デ
ル
校
に

設
定
さ
れ
、
そ
の
取
組
み
が
現
在
の
町

小
中
一
貫
教
育
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
き
た
校
舎

の
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
た
た
め
、
平

成　

年
3
月
か
ら
新
築
工
事
が
始
ま
り
、

29
平
成　

年
7
月
に
新
校
舎
が
完
成
し
ま

30

し
た
。

　

東
小
で
は
、
夏
休

み
明
け
の
8
月　

日
28

か
ら
新
し
い
校
舎
で

の
授
業
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

東
小
新
校
舎
ま
で
の
あ
ゆ
み

　

小
中
一
貫
教
育
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
共
に
、
文
化
・
教
育
の
拠
点
と
し

て
地
域
の
核
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
・
学
校
関
係
者
・

学
識
経
験
者
の
総
勢　

名
か
ら
な
る

20

「
東
小
学
校
校
舎
整
備
検
討
委
員
会
」が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
5
月
か

27

ら
平
成　

年
3
月
に
か
け
て　

回
の
委

28

10

員
会
が
開
催
さ
れ
、
何
度
も
変
更
や
修

正
、
討
議
を
繰
り
返
し
、
基
本
計
画
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
に
は
、

・
小
学
校
を
中
学
校
へ
接
続
し
施
設
併

設
型
の
校
舎
と
す
る
こ
と

・
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
特
別
教
室
、
校

庭
に
つ
い
て
は
中
学
校
と
の
共
用
に

よ
る
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

・
学
童
保
育
室
、
地
域
開
放
ス
ペ
ー
ス

（
多
目
的
室
）
を
設
置
す
る
こ
と

・
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

・
明
る
さ
と
温
か
み
が
あ
る
雰
囲
気
に

な
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と

な
ど
、
様
々
な
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

※
委
員
会
の
取
組
み
は
、
文
部
科
学
省

の
補
助
事
業
で
あ
る
「
小
中
一
貫
教

育
に
適
し
た
学
校
施
設
計
画
・
設
計

プ
ロ
セ
ス
構
築
支
援
事
業
」
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
舎
の
整
備
に
あ
た
っ
て

▼東小旧校舎

校舎北側より撮校舎北側より撮影影

特　集
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東
小
は
、
北
高
根
沢
中
と
接
続
し
た

施
設
併
設
型
の
校
舎
で
す
。
基
本
的
に

は
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
が
エ
リ
ア
分
け

さ
れ
独
立
し
た
学
校
運
営
が
な
さ
れ
ま

す
が
、
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
特
別
教
室

（
図
工
室
・
家
庭
科
室
・
音
楽
室
）、
校

庭
等
は
中
学
校
と
の
共
用
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
施
設
の
有

効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の

学
習
面
で
の
連
携
や
小
中
学
生
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
、
小
中
一
貫
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

※
小
中
一
貫
教
育
と
は

　

町
で
は
、
児
童
生
徒
の
生
き
る
力
を

高
め
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
小
中

24

一
貫
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
教
職
員
が
、
義
務
教
育

9
年
間
で
児
童
生
徒
を
育
て
る
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
小
学
校
と
中
学
校
の
指

導
方
法
や
指
導
内
容
に
一
貫
性
を
も
た

せ
、「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な
心
や
社

会
性
」、「
健
や
か
な
体
」
を
系
統
的
・

連
続
的
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
が
推
進
で
き
る
学
校

Ｎ

廊下1

車ｲｽ・配膳兼用車ｲｽ・配膳兼用
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 準備室

3配膳室
2

階段2階段2

普通教室 普通教室

庇

理科室

普通教室

バルコニー

資料室

会議室
1

会議室
2

児童
更衣室

理科
準備室

ホール

吹抜け吹抜け

屋上

図書・ﾒﾃﾞｨｱ室

階段1階段1

渡り廊下

屋上

２ 階 平 面 図

車ｲｽ・配膳兼用車ｲｽ・配膳兼用
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

階段2

教材室教材室
保健室

普通教室普通教室普通教室準備室
1配膳室

1

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
相談室

廊下1

昇降口倉庫1

準備室
2

放送室
給湯室校長室

印刷室

個別
支援
学級

特別
支援
学級
2

特別
支援
学級
1

前室
資材室資材室

職員室

階段1階段1

ＷＣ

ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ

多目的
トイレ
多目的
トイレ

職員
更衣室1

職員
更衣室2更衣室2

玄関1

倉庫2

廊下2

プロム
ナード

給湯室 学童
保育室

廊下2

玄関2

多目的室１

多目的室２

多目的室３

花壇 花壇

１ 階 平 面 図

テラス

多目的
トイレ
多目的
トイレ

校舎北側より撮校 影

Feature
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特　集

普通教室

おむつ交換台完備の多目的トイレ 北高根沢中に接続する渡り廊下

新校舎の中を
お見せします
　ついに完成した東小新校舎。その一部を写真
で紹介します。

竣
工
式
・
内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

8
月
8
日
、
東
小
学
校
の
新
校
舎

で
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
校
舎
整
備
検

討
委
員
会
委
員
や
東
小
学
区
の
区
長
、

P
T
A
役
員
等
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
加
藤
公
博
町
長
が
「
地

域
と
歩
ん
で
き
た
東
小
学
校
が
、
こ

の
場
所
で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
育
む
素
晴
ら
し
い
学
校
と

な
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
先
生
方
、

保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
の
更

な
る
ご
支
援
と
ご
理
解
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
町
教
育
行
政

の
よ
り
一
層
の
発
展
と
充
実
の
た
め

の
お
力
添
え
を
重
ね
て
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

竣
工
式
の
後
に
は
内
覧
会
が
開
催

さ
れ
、
各
教
室
や
設
備
を
見
て
回
っ

た
人
か
ら
は
、「
き
れ
い
な
教
室
だ

ね
」「
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
内
装

だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

▲竣工式で挨拶をする加藤町長

▲内覧会の様子
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Feature

図書・メディア室

旧校舎の意匠を使用した階段

理科室

パネルで広さを変えられる多目的室

　

学
童
保
育
室
や
地
域
開
放
ス
ペ
ー
ス

（
多
目
的
室
）
を
設
け
て
お
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
目
的
に
応
じ
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
や
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
高
根
沢
版
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
「
み
ん
な
の
学

校
」
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
地

域
の
皆
さ
ん
と
交
流
や
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
校
舎
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
生
す
る
学
校

　

新
校
舎
は
窓
を
大
き
く
と
っ
て
よ
く

陽
が
当
た
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
が
明
る
さ
と
温
か
み
の
あ
る

環
境
で
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
耐
久
性
・
安
全
性
に
優

れ
た
床
材
を
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
に

優
し
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
室
や
地
域
開
放
ス
ペ
ー
ス

（
多
目
的
室
）
に
は
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
、
よ
り
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
実
現

し
ま
し
た
。

◆
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
6
7
5
・
1
0
3
7

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
学
校

高根沢版コミュニティスクール
「みんなの学校」とは?

　高根沢版コミュニティスクール「みんなの学校」
は、学校支援に携わる各種団体を統合した「学校
運営協議会」と地域ボランティア等で構成される
「学校地域支援本部」が相互に協力・連携し、地域
の声を活かしながら学校の運営を支援していく新
しいしくみです。
　学校運営協議会が学校のあり方について幅広く
話し合うほか、学校・運営協議会・地域支援本部
が連携して、子どもの生きる力の育成、地域の教
育力の向上、学校を核とした地域ネットワークの
形成など「地域とともにある学校」を目指します。
　町では各学校に学校地域支援本部の導入を進め
るなど、平成31年度の制度開始に向けて準備を進
めています。
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おしらせ

あなたの家の

石塀・ブロック塀は
　　　　　　　安全ですか?

石塀・ブロック塀点検チェックポイント
□根入れの深さは適切か
・石塀…20㎝以上
・ブロック塀…30㎝以上
□塀の厚さは十分か
・石塀…塀の高さの10分の　以上1
・ブロック塀…10㎝以上（高さが　mを超える時2
　15㎝以上）
□控え壁はあるか
・石塀…塀の長さ　m以下ごとに、塀の厚さの4
1.5倍以上突出した控え壁があるか
・ブロック壁…塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の
高さの　分の　以上突出した控え壁があるか5 1

□塀が傾いたり、ひび割れたりしていないか
□基礎があるか（ブロック塀はコンクリ―トの基礎）
□（ブロック塀のみ）塀に鉄筋は入っているか
　直径　mm以上の鉄筋が、縦横とも80㎝間隔以9
下で配置されており、縦筋は壁頂部と基礎の横筋
に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか

□塀は高すぎないか
・石塀…塀の高さが地盤から1.2m以下
・ブロック塀…塀の高さが地盤から2.2m以下

◆問合せ先　都市整備課　緯675・8107　　県県土整備部建築課　緯623・2514

高さ

ひび割れ

鉄筋

厚さ

根入れ

控え壁

　　月18日に発生した大阪府北部を震源とする地6
震では、石塀やブロック塀が倒壊し、死傷者が出
るなど大きな被害が発生しました。
　高根沢でも、平成23年　月11日に発生した東北3
地方太平洋沖地震の際、多くの石塀やブロック塀
が倒壊する被害が発生しています。

ブロック塀の倒ブロック塀の倒壊壊

　石塀やブロック塀の倒壊は、人命を危険にさら
すだけでなく、震災後の避難や救助・消火活動の
障害になります。
　また、頑丈そうに見えても、建築基準法のとお
りに作られていなかったり、老朽化が進んでいた
りすると、地震による倒壊の危険があります。

石塀の倒石塀の倒壊壊
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Information

　

9
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す
。
災
害

は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
災
害
に

対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
ょ
う

　

近
年
発
生
し
た
災
害
で
は
避
難
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
前
に
早
め
に
安
全
な
場

所
に
移
動
し
て
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

災
害
時
は
安
全
に
避
難
す
る
た
め
、

町
か
ら
避
難
情
報
を
発
令
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
」
か
ら
始
ま
り
「
避
難
勧
告
」、

「
避
難
指
示
（
緊
急
）」
と
避
難
の
緊
急

度
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
発
令
さ
れ

た
場
合
は
内
容
を
確
認
し
、
速
や
か
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
避
難
情
報
の
有
無
に
係
わ
ら
ず

危
険
を
感
じ
る
場
合
に
は
、
自
ら
の
判

断
で
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

避難指示（緊急）
　避難中の人は確実な避
難行動をとり、避難を完
了してください。外出す
ることでかえって命に危
険が及ぶような場合には、
室内のより安全な場所に
避難してください。

避難勧告
　避難行動が出来る人は、
指定された避難所への避
難を開始してください。

避難準備・高齢者等
避難開始

　家族等への連絡、非常
用持出品の用意など避難
準備を開始してください。
また、高齢者や体の不自
由な人など避難行動に時
間を必要とする人は避難
を開始してください。

危険度高 低

□玄関、階段
　脱出時の妨げにならないよう、荷物等は置か
ないようにしましょう。
□大型家具、家電
　壁などに固定、または突っ張り棒等で転倒防
止の対策をするようにしましょう。
□照明、掛け時計、額縁
　落下の際に怪我をする可能性があるので固定
したり、ひもを短く調整するなど落下対策をし
ましょう。
□タンス、食器棚
　中に収納しているものが飛び出さないように
ストッパーなどで対策をしましょう。また家具
等の上には荷物を置かないようにしましょう。
□窓ガラス、鏡
　飛散防止フィルム等で割れた時に破片が飛散
しないようにしておきましょう。

□寝室
　ガラスが割れた場合に備えてスリッパや軍手
を寝ている近くに備えておきましょう。
□屋根
　不安定なアンテナや屋根瓦、雨どいは補強し
ましょう。また落ち葉や土が詰まって排水が悪
くならないようにしておきましょう。
□ガスボンベ
　転倒しないように鎖等で固定しておきましょう。

普段の心がけがあなたと家族を守ります
　災害時に自分や家族の身を守るために、自分の家や家の周りに危険な箇所がないか、対
策をしているかチェックしておきましょう。



（2018・9月号）広報たかねざわ 10

おしらせ

こども医療費助成制度を利用する皆さん

お子さんの症状が悪化する前に
できることがあります

4月診療分のこども医療費助成額

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
平成28年4月分

（千円）

平成29年4月分 平成30年4月分

6,046,565円 6,285,151円

11,218,652円11,218,652円

◆
重
複
受
診
を
や
め「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
「
重
複
受
診
」
は
、
医
療
費
の

ム
ダ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
治
療
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

病
歴
や
普
段
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
く
れ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
が
い
る

と
安
心
で
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
信
頼
で

き
る
身
近
な
医
師
を
見
つ
け
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◆
休
日
や
夜
間
の
受
診
を
見
直
し
ま

し
ょ
う

　

近
年
、
軽
い
症
状
で
も
休
日
や
夜
間

に
病
院
の
救
急
外
来
を
受
診
す
る
人
が

増
え
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治

療
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

緊
急
時
以
外
は
救
急
外
来
の
受
診
を

避
け
、
軽
い
症
状
の
場
合
は
、
出
来
る

だ
け
平
日
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
と
ち
ぎ
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

夜
間
・
休
日
に
、
お
子
さ
ん
の
急
な

病
気
や
ケ
ガ
で
心
配
に
な
っ
た
時
は
、

ま
ず
電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

看
護
師
が
家
庭
で
の
対
処
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

・
相
談
時
間

　

毎
日　

時
〜
翌
朝
8
時

18

・
電
話

　

局
番
な
し
の
♯
8
0
0
0

（
携
帯
電
話
や
プ
ッ
シ
ュ
回
線
以
外

は
☎
6
0
0
・
0
0
9
9
）

◆
問
合
せ
先　

こ
ど
も
み
ら
い
課

☎
6
7
5
・
6
4
6
6

◆
「
N
i
k
о
♥
N
i
k
о
子
育
て
相

談
室
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、「
N

i
k
о
♥
N
i
k
о
子
育
て
相
談
室
」

（
☎
6
7
5
・
4
5
5
9
）
を
保
健
セ
ン

タ
ー
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
成
長
発
達
に
応
じ
て
、

病
気
の
予
防
や
栄
養
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
症
状
で
受
診
に

迷
っ
た
場
合
も
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
家
庭
で
の
対
応
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
保
健
師
が
行
い
ま
す
。

　

町
で
は
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
4
月
か
ら
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
を　

歳
ま
で
拡
大
し
、
医
療
機
関

18

の
窓
口
で
自
己
負
担
の
支
払
い
が
必
要

な
い
「
現
物
給
付
」
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
4
月
分
の
こ
ど
も
医
療

費
助
成
額
が
昨
年
よ
り
2
倍
近
く
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
こ

れ
か
ら
の
時
期
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
症
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
症
状
が
悪
化
す
る
前
に

町
等
の
相
談
窓
口
で
個
別
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

病
気
の
予
防
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
る
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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Information

・
地
域
の
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
情
報
が
ほ
し
い

・
通
院
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か

・
専
門
の
医
療
機
関
を
探
し
て
い
る

な
ど
地
域
の
医
療
や
介
護
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
、
適
切
な
医
療
や
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
開
設
日
時

　

月
～
金
曜
日

　

8
時　

分
～　

時　

分

30

17

30

※
事
前
申
込
み
が
あ
れ
ば
、
相
談
員
が

自
宅
や
病
院
に
訪
問
す
る
「
出
張
相

談
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

　

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯
6
7
6
・
0
1
4
8

自
分
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

在
宅
医
療
介
護
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た

　

健
康
状
態
（
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・

高
血
糖
等
）
を
改
善
し
た
い
人
を
対
象

に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
日

　

9
月　

日（
火
）・
9
月　

日（
火
）・

18

25

　
　

月
1
日（
月
）・　

月　

日（
水
）・

10

10

10

　
　

月　

日（
火
）・　

月　

日（
火
）・

10

16

10

23

　
　

月
5
日（
月
）・　

月　

日（
金
）・

11

11

16

　
　

月　

日（
木
）・　

月　

日（
火
）・

11

22

11

27

　
　

月
3
日（
月
）・　

月　

日（
火
）

12

12

11

◆
時
間

　
　

時
～　

時

10

12

※
日
に
よ
っ
て
時
間
が
多
少
前
後
し
ま
す
。

◆
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　

身
体
評
価
・
筋
ト
レ
・
ヨ
ガ
・
食
指

　

導
等

◆
参
加
費　

1
，0
0
0
円（
初
回
参
加

　

時
の
み
）

◆
定
員　
　

名（
全
日
程
参
加
で
き
る
人
）

15

◆
申
込
期
限　

9
月
7
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー緯

6
7
5
・
4
5
5
9

健
康
の
た
め
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
?

ボ
デ
ィ
チ
ェ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
開
講

◆
接
種
期
間

　

平
成　

年　

月
1
日
～

30

10

平
成　

年
2
月　

日

31

28

子
ど
も

◆
対
象
者

　

高
根
沢
に
住
所
が
あ
る
満
1
歳
か
ら

中
学
3
年
生

◆
申
込
方
法

　

原
則
、
町
内
の
医
療
機
関
に
直
接
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
外
の
医
療
機
関
を
希
望
す
る
場
合

　

は
、
接
種
の
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

　

必
要
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
額
の
上
限

①
満
1
歳
～
小
学
6
年
生

　

1
回
の
接
種
に
つ
き
1
，0
0
0
円

　
（
2
回
接
種
で
上
限
2
，0
0
0
円
）

②
中
学
1
年
生
～
3
年
生

　

2
，0
0
0
円
（
1
回
の
み
）

◆
助
成
を
受
け
る
に
は

・
町
内
の
医
療
機
関
の
場
合

　

接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
引
い
た
金

額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
町
外
の
医
療
機
関
の
場
合

　

接
種
料
金
の
全
額
を
医
療
機
関
に
支

払
い
、
後
日
助
成
の
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

高
齢
者

◆
対
象
者

①
接
種
日
の
年
齢
が　

歳
以
上
の
人

65

②　

歳
以
上
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

60器
等
の
内
部
障
害
が
あ
り
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
を
持
っ
て
い
る
人

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
接
種

料
金
が
無
料
で
す
。
接
種
の
前
に
印

鑑
を
持
参
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

・
町
内
の
医
療
機
関
の
場
合

　

医
療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

・
町
外
の
医
療
機
関
の
場
合

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
事
前
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。

◆
助
成
額
の
上
限

　

3
，8
6
0
円
（
1
回
の
み
）

◆
助
成
を
受
け
る
に
は

　

自
己
負
担
額
1
，0
0
0
円
を
医
療

機
関
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
塩
谷
郡
以
外
の

医
療
機
関
で
は
、

支
払
方
法
が
異

な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
助
成
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

◆
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

緯
6
7
5
・
4
5
5
9
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おしらせ

　

現
在
、
地
域
福
祉
計
画
と
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
地
域
共
生
社
会
」
を
目
指

し
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
福
祉
の

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
催
し
を

行
い
ま
す
。

　

福
祉
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
を
知
り
、

「
支
え
合
う
社
会
」に
つ
い
て
地
域
の
皆

で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

9
月　

日（
土
）　　

時
～　

時

29

10

12

◆
場
所

　

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

◆
そ
の
他

　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

緯
6
7
5
・
8
1
0
5

◆
申
込
期
間

　

9
月
3
日（
月
）～　

月
2
日（
火
）

10

　

9
時
～　

時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

17

◆
物
件

◆
家
賃

　

収
入
に
応
じ
た
額

◆
入
居
時
期

　
　

月　

日（
木
）予
定

11

15

◆
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
都
市
整
備
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
都
市
整
備
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
入
居
資
格

　

次
の
①
～
⑥
全
て
に
該
当
す
る
人
。

①
町
内
在
住
者
、
ま
た
は
町
内
に
勤
務

し
て
い
る
人

②
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

④
所
得
控
除
後
、
月
の
所
得
額
が
公
営

住
宅
法
に
よ
る　

万
8
千
円
以
下
の

15

世
帯

⑤
申
込
者
と
、
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団

員
で
な
い
人

⑥
入
居
時
に
連
帯
保
証
人
を
2
人
確
保

で
き
る
人

◆
入
居
者
の
選
考

　
「
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
」で

審
査
を
行
い
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

都
市
整
備
課
　

緯
6
7
5
・
8
1
0
7

「
地
域
共
生
社
会
」
を
目
指
し
て

地
域
の
福
祉
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

住
宅
見
学
会
も
行
っ
て
い
ま
す

町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

◆
住
宅
見
学
会
（
要
申
込
）

・
日
時

　

9
月　

日（
日
）　

9
時
～　

時

23

12

・
申
込
期
間

　

9
月
3
日（
月
）～　

日（
水
）

19

専門相談員による
質問受付コーナー

国際医療福祉大学教授
林  和美  氏
による講演会

地域のたすけあい
事例報告

福祉の窓口シミュレーション劇場

※駐車場の使用は、　 戸につき　台です。1 1

広さ間取り住所

78.01㎡　ＬＤＫ3
光陽台
　丁目52番地　2 2

光陽台住宅
Ｃ棟（　戸）1

72.6㎡　ＤＫ3光陽台住宅
Ｅ棟（　戸）1

81.15㎡　ＬＤＫ3宝積寺1335番地宝積寺住宅
Ｆ棟（　戸）1
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Information

悪
質
商
法

騙
だ まだ ま

!!

さ
れ
な
い
で

劇
場
型
勧
誘

〈
例
〉

　

A
社
か
ら
社
債
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
送
ら
れ
て
き
た
。
怪
し
い
と
思
っ

て
無
視
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
B
社

か
ら
電
話
が
あ
り
「
A
社
の
社
債
は

値
上
が
り
確
実
だ
が
、
選
ば
れ
た
人

し
か
購
入
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
購

入
し
て
く
れ
れ
ば
謝
礼
を
払
う
」
と

言
わ
れ
て
申
し
込
み
、
後
日
お
金
を

払
っ
た
が
、
A
社
・
B
社
と
も
に
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

　
「
必
ず
儲
か
る
」「
値
上
が
り
確
実
」

な
ど
の
投
資
話
は
危
険
で
す
。
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
課
内
）

緯
6
7
5
・
3
0
0
0

相
談
時
間　

9
時
～　

時
（
土
日

16

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
1
8
8

あ
な
た
の
大
切
な
老
後
の
資
金
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

こ
ん
な
言
葉
は
危
険
！
悪
質
商
法
や
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
！

架
空
請
求

〈
例
〉

　
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
利
用
料
金

が
未
納
の
件
」
と
題
す
る
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
不
安
に
な
っ
て
メ
ー
ル
を

開
く
と
「
期
日
内
に
入
金
が
な
け
れ

ば
自
宅
に
回
収
に
行
く
」
や
「
裁
判

を
起
こ
す
」
と
あ
り
、
連
絡
先
の
電

話
番
号
が
記
載

さ
れ
て
い
た
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

　

メ
ー
ル
を
開
く
こ
と
で
巧
妙
で
悪

質
な
ワ
ナ
に
は
ま
っ
て
い
く
危
険
が

あ
り
ま
す
。
覚
え
が
な
け
れ
ば
メ
ー

ル
を
開
い
た
り
、
不
用
意
に
連
絡
し

た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
推
進
と

町
内
産
業
の
活
性
化

を
目
的
に
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
行
っ
た
町

外
在
住
者
に
贈
呈
す

る
特
産
品
（
以
下
「
返
礼
品
」
と
い
い

ま
す
。）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
返
礼
品
の
価
格
設
定

　

1
千
5
百
円
以
下
、
3
千
円
以
下
、

6
千
円
以
下
、
1
万
2
千
円
以
下
の
4

種
類
（
送
料
別
）

◆
返
礼
品
の
主
な
要
件

・
町
の
知
名
度
の
向
上
や
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の

・
町
内
で
生
産
・
製
造
・
販
売
さ
れ
る

商
品
ま
た
は
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

等
・
安
定
供
給
で
き
る
も
の
（
期
間
限
定

ま
た
は
数
量
限
定
で
供
給
可
能
な
も

の
を
含
む
）

※
単
品
・
詰
め
合
わ
せ
ど
ち
ら
で
も
可

◆
問
合
せ
先　

総
務
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
1

自
慢
の
商
品
を
全
国
に
届
け
ま
せ
ん
か
?

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
募
集
中
!

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
携
わ
る
保
健

師
（
常
勤
）
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

1
名

◆
採
用
期
間

　

平
成　

年　

月
1
日
～

30

10

　

平
成　

年
3
月　

日
（
6
ヶ
月
間
）

31

31

◆
勤
務
地　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
業
務
内
容

　

保
健
師
業
務
（
母
子
・
成
人
保
健
等
）

◆
勤
務
条
件

　

週
5
日
（
月
～
金
曜
日
）

　

8
時　

分
～　

時　

分

30

17

15

◆
賃
金　

日
額
9
，
0
2
0
円

※
通
勤
手
当
・
社
会
保
険
加
入
制
度
あ
り

◆
申
込
期
間

　

9
月
3
日
（
月
）
～　

日
（
月
）

10

◆
申
込
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
採
用
申
込
書
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
面
接
日　

9
月　

日
（
火
）

18

※
時
間
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
7
5
・
4
5
5
9

高
根
沢
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

臨
時
職
員（
保
健
師
）を
募
集
し
ま
す

覚えがな
いけど…

■登録
完了■

10万
円を

お支払
い

下さい
！

A社 B社
代わりに
購入して
くれれば、
謝礼を
払います！



施設の略称・問合せ先
役場 ☎675-8100

改善センター ☎675-3175

保健センター ☎675-4559

福祉センター ☎675-4777

町民広場 ☎675-3175

町民ホール ☎675-3175

トレーニングセンター ☎675-3175

歴史民俗資料館 ☎675-7117

水道料金センター ☎675-5600

図書館中央館 ☎675-6531

図書館仁井田分館 ☎676-3155

図書館上高根沢分館 ☎680-1770

宝積寺タウンセンター ☎675-0984

児童館みんなのひろば ☎680-1311

児童館きこりのもり ☎675-2150

れんげそう ☎676-1955

元気あっぷむら ☎676-1126

ちょっ蔵広場 ☎675-0004

エコ・ハウスたかねざわ  ☎680-2080

改

福

町

ホ

ト

民

水

タ

み

き

れ

工

ち

防災行政無線フリーダイヤル

でかくにん

ぼうさい      きんきゅう み    み

0120・43・9933

…健康 …役所 …図書館 …元気あっぷむら …休日当番医…学校文

★月・金曜日は窓口業務（住民課、税務課、健康福祉課）を19時15分まで行っています。
　（転出入の届出受付など一部取扱いできない業務もあります。）
★金曜日は、「高根沢町水道料金センター」の窓口業務を19時15分まで行っています。
★休日当番医を受診する場合は、事前に電話で連絡してください。

今月の納期限

今月の口座振替
●9月 10日（月）
　学校給食費（９月分）
●９月 27日（木）
　水道料金（西部地区）
　下水道使用料（宝積寺処理区）
　保育料（９月分）

　 9月25日（火）頃から10月14日（日）まで航空機の飛行等
により大きな音等が生じることがあります。ご迷惑をお
かけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。
◆問合せ先　陸上自衛隊東部方面総監部部外連絡協力班
　　　　　☎048・460・171 1

自衛隊記念日観閲式の訓練実施のお知らせ

●10月 1日（月）
国民健康保険税（３期）
介護保険料（３期）
後期高齢者医療保険料（３期）

木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

1515

2222

2929

1

8

15

22

29

おはなし会 10：30～11：00

仁

元

窓口延長業務（19：15まで）
2歳歯科健診
（対象H28.8月生まれ）

受付13：00～13：30

保

窓口延長業務（19：15まで）
ママカフェ
受付13：15～13：30（要申込）

心配ごと相談 10：00～14：00
3歳児健診（対象H27.8月生まれ）

　受付13：00～13：30

図

保

図

エアロビクス教室
受付9：50～10：00（要申込）

役

おはなし会 10：30～11：00 

おはなし会 11：00～11：30

上

仁

図

仁

図

役 水

役 水

総合相談 10：00～14：00
健康診査（女性の日）

受付8：00～10：00

図

保

窓口延長業務（19：15まで）
10か月児健診
（対象者H29．11月生まれ）

受付13：00～13：30

役 水

保

窓口延長業務（19：15まで）
4か月児健診
（対象者H30．5月生まれ）

受付 13：00～13：30

役ち 水

保

保
保

ソラシタ夜市 17：00～21：00

育児相談（要申込）
受付9：00～10：30

栄養相談（要申込）
受付13：30～

保

保

おはなし会 11：00～11：30 

月

保

休館 元
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◆今月のごみ収集日
ペットボトル古紙カン・ガラス・

不燃物資源びん燃えるごみ
（生ごみ）収集地区

10日（月）24日（月）17日（月） 3日（月）水・土宝積寺（西町・中台・宝上・宝中・宝下・石神・さぎのや）①

18日（火） 4日（火）25日（火）11日（火）月・木光陽台（宝積寺の一部を含む）・宝石台②

12日（水）26日（水）19日（水） 5日（水）水・土上高（南部・中部・東部・台の原・西根・金井）・栗ヶ島・
寺渡戸・中郷・太田・上太田③

12日（水）26日（水）19日（水） 5日（水）月・木桑窪・上柏崎・中柏崎・下柏崎・亀梨・大谷・上阿久津・
中阿久津・柳林・籠関・赤堀・笹原・向原・石末宿④

 6日（木）20日（木）13日（木）27日（木）火・金宝積寺（東町北区・東町南区・東町中区）・
フローラルアベニュー・石末（天神坂・石末原）⑤

28日（金）14日（金） 7日（金）21日（金）月・木仁井田・東高谷・花岡・西高谷・飯室・文挾・伏久⑥

※生ごみは「もえるごみ用収集袋」に入れて出してください。　◆問合せ先　環境課　☎６７５・８１０９



ちょっ蔵秋祭り
商工祭2018

　ステージイベントでは、演奏や合唱等はも
ちろん、お笑い芸人の永井塁さんがMCで会
場を盛り上げます♪
　模擬店は絶品グルメや地元特産品等が目白
押し！フィナーレの大ビンゴ大会では、豪華
商品をGETしましょう!

◆日　　時　9月30日（日）
　　　　　　10時～17時
　　　　　　※荒天時中止
◆開催場所　ちょっ蔵広場
◆問合せ先　町商工会
　　　　　　☎675・033 7

なが い るい

ばぶばぶおはなし会
10：30～10：50

結果説明会（8/23受診者）
受付9：00～

窓口延長業務（19：15まで）
ボディチェンジスクール
（事前予約者のみ）

受付9：15～9：30

新米祭り10：00～15：00

中津川循環器科内科クリニック
［宝積寺］☎675-7521

敬老の日

振替休日秋分の日

2

9

16

23

30

し の ーらく ダンレカ
日 月 火 水

4

11

18

25

5

12

19

26

1

8

15

22

29

ちょっ蔵秋祭り商工祭2018
10：00～17：00

関根クリニック［光陽台］
☎612-7015

高根沢中央病院［光陽台］
☎675-1133

おはなし会15：00～15：30

窓口延長業務（19：15まで）
すっきりスリム教室
受付9：50～10：00（要申込）

休館 改 ホ ト 民 工図 仁 上

休館 改 ホ ト 民 工図 仁 上 休館 元

改 ホ ト休館 民 エ休館

役

役 離乳食教室
（対象H30.2月生まれ）
（要申込）受付9：45～10：00

おはなし玉手箱
10：00～12：00

1歳6か月児健診
（対象H29.2月生まれ）

　受付13：00～13：30

小林内科医院［宝積寺］
☎675-2485

役

保 保
保

保

役

深澤クリニック［平田］
☎676-0671

おはなし会11：00～11：30

カラセンめぐりポタリング
8：30～15：30

にいたに内科［宝石台］
☎675-6515

菅又病院［花岡］☎676-0311

窓口延長業務（19：15まで）
ボディチェンジスクール
（事前予約者のみ）

受付9：45～10：00

図

保

保

保

図

健康診査受付8：00～10：00

月月９

窓口延長業務（19：15まで）
遊びの教室ぴょんぴょんひろば

　受付9：45～10：00

保

3

10

17

24

町のうごき
平成30年8月1日現在

（住民基本台帳より）

世帯数
人　口

男）内（ 
       女

世帯
人
人
人

12,328
29,769
15,545
14,224

前月比
＋66
＋50
＋59
　－9

図

上

結果説明会（7/31受診者）
受付9：00～ 保

元休館 民 エ 元元

改 ホ ト休館

休館 元

ち

改 ホ ト休館

広報たかねざわ（2018・　月号）915

◆生涯学習関連施設の使用抽選
3月分町民ホール

12月分町民広場スポーツ施設・石末運動場・武道館

11月分仁井田体育館

10月分

情報の森テニスコート

学校体育施設（夜間）

キリン体育館・運動場

９月15日（土）〜19日（水）◆抽選申込期間
９月20日（木）◆自動抽選日
生涯学習課　☎６ ７ ５ ・ ３ １ ９ ９◆問 合 せ 先
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おしらせ

ち
ょ
っ
く
ら　

む
か
し
の
高
根
沢

ち
ょ
っ
く
ら

む
か
し
の
高
根
沢

ち
ょ
っ
く
ら　

む
か
し
の
高
根
沢

ち
ょ
っ
く
ら　

む
か
し
の
高
根
沢

ち
ょ
っ
く
ら　

む
か
し
の
高
根
沢

広
報
た
か
ね
ざ
わ
で
振
り
返
る

　

高
根
沢
で
温
泉
と
言
え
ば
「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
で
す
よ
ね
。

　

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
が
オ
ー
プ
ン
し

た
平
成
9
年
5
月
3
日
、
そ
の
お
よ

そ
2
年
前
の
平
成
7
年
4
月
に
温
泉

が
湧
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
温
泉
の
開
発
は
町
の
活
性

化
と
福
祉
の
充
実
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
な
ど
を
目
的
に
計
画
さ
れ
、
平

成
6
年
の　

月　

日
か
ら
高
さ　

12

24

30

メ
ー
ト
ル
の
や
ぐ
ら
を
使
っ
た
掘
削

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

掘
削
工
事
は
、
直
径
1
0
0
～
2

5
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
製
パ
イ
プ

を
順
次
溶
接
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し

た
。
掘
削
は
順
調
に
進
ん
だ
そ
う
で
、

1
月　

日
に
地
下
5
0
0
メ
ー
ト
ル
、

24

2
月　

日
に
は
1
，
0
0
0
メ
ー
ト

28

ル
、
そ
し
て
3
月　

日
の
朝
に
は
目

21

標
の
1
，
5
0
0
メ
ー
ト
ル
に
到
達

し
、
4
月
初
め
に
温
泉
を
掘
り
当
て

た
そ
う
で
す
。
湯
の
温
度
は
約　

℃
、

70

湯
量
は
毎
分
4
0
0
～
6
0
0
リ
ッ

ト
ル
と
い
う
量
の
多
さ
で
し
た
。

　

ま
た
、
4
月　

日
と　

日
に
は
多

11

20

く
の
人
々
が
温
泉
の
視
察
に
訪
れ
、

◆
自
転
車
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

今
年
、
町
内
で
中
学
生
が
自
転
車
で

通
学
途
中
に
車
と
接
触
す
る
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

・
自
転
車
も
車
と
同
様
に
左
側
通
行
、

一
時
停
止
等
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
他
の
人
と
横
並
び
に
な
ら
ず
に
、
1

列
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

9
月

日
か
ら

日
は

21

30

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

◆
問
合
せ
先　

企
画
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
2 ▲掘削に使用されたやぐらと喜びに沸く人々

掘
り
当
て
た
温
泉
で
作
っ
た
温
泉
卵

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
温
泉
施
設
が
あ
る
本
館

や
親
水
公
園
等
が
整
備
さ
れ
、
皆
さ

ん
ご
存
知
の
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら　

年
―
。
元
気

21

あ
っ
ぷ
む
ら
は
現
在
、
道
の
駅
登
録

に
向
け
て
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

視
野
に
入
れ
た
整
備
事
業
を
行
う
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
が
ど
う
生
ま
れ
変
わ
る

の
か
、
今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
ね
。

　
「
近
頃
、
車
の
運
転
に
自
信
が
な
く

な
っ
て
き
た
」
と
不
安
に
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
?
近
年
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
増
加
し
、
町
内
で
も
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た　

歳
以
上
の
人
へ
、
た
ん
た
ん
号

65

の
乗
車
回
数
券
（　

回
分
）
を
交
付
し

33

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
内
在
住
で
、
1
年
以
内
に
す
べ
て

の
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た　

歳
以
上

65

の
人

　

※　

歳
よ
り
前
に
返
納
し
た
場
合
や
、

65運
転
免
許
が
失
効
し
た
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
方
法

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
ど
ち
ら
か
を
地

域
安
全
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
」
と
返
納
前
の
運
転
免
許
証
の

写
し

②
運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

※
自
主
返
納
の
手
続
き
は
警
察
署
か
免

許
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

活
用
し
て
く
だ
さ
い

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
制
度

4
2
2
号（
平
成
7
年
5
月
号
）

「
町
民
待
望
の
温
泉
が
湧
出
！
」

◆
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

秋
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事

故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

・
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

（
ハ
イ
ビ
ー
ム
）に
よ
り
早
期
に
危
険

を
察
知
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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Information

住宅・土地統計調査に
ご協力ください

案
内

　総務省統計局（栃木県・高根
沢町）では、10月　日現在で住1
宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は住生活に関する最
も基本的で重要な調査で、高根
沢では約1,000世帯が対象とな
る大規模な調査です。
　県知事が任命した調査員が対
象の地区・世帯を訪問しますの
で、ご協力をお願いします。
◆調査期間　　月～10月9
◆キャンペーンサイトURL
　http://www.stat.go.jp/data/
jyutaku/h30campaign/index.
html

　　月後半から10月にかけて、9
地域力強化推進と、地域福祉計
画及び地域福祉活動計画策定の
ための住民意識アンケート調査
を行います。
　皆さんのご意見を計画づくり
に活用するため、無作為に抽出
した18歳以上の男女2,000人に郵
送でアンケート用紙を送付しま
す。
　アンケートが届いた人は、ぜ
ひご協力をお願いします。

地域福祉アンケートの
実施のお知らせ

案
内

　優良農地の確保や、有効利用
に向けた遊休農地の発生防止と
解消、意欲ある多様な農業者へ
の農地集積の推進を図ることを
目的に、農地パトロール（利用
状況調査）を実施します。
◆調査日　　月20日（木）9
◆調査方法　町内全域を　地区4
に分け、目視による現地確認
◆問合せ先　農業委員会事務局
　緯６７５・８１０８

農地パトロール（利用状
況調査）を実施します

案
内

　塩谷広域環境衛生センターの
設備の補修工事に伴い、ごみ焼
却炉が停止します。
　期間中はごみの持ち込みはで
きるだけ控えるとともに、引き
続きごみの減量化にご協力くだ
さい。
◆工事期間
　　月　日（月）～14日（金）9 3
◆問合せ先　環境課
　緯６７５・８１０９

補修工事に伴うごみ焼
却炉の停止について

案
内

秋のあいさつ運動案
内

　介護の負担を減らす方法を学
んでみませんか？
◆日時　　月29日（土）9
　　　　14時～15時30分
◆場所　高根沢のぞみ苑
◆内容　テーマ「お薬」
・薬の種類、飲み方
・飲み忘れたときの対処
・在宅での薬剤師の役割
◆参加費　無料
◆申込み・問合せ先
　東地域包括支援センター
　緯６７６・０１４８

介護家族のための
らくらく介護教室

募
集

◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５

敬老記念品案
内

　町では75歳以上の人に「敬老
記念品」を贈っています。
　今年は「フェイスタオル　本2
組」をお届けします。期間中に
届かない場合にはご連絡くださ
い。
◆お届け期間
　　月～10月末9
◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５

町遺族会のご案内案
内

　町遺族会は、町内に居住する
戦没者の遺族で構成され、相互
扶助の精神をもって、二度と戦
争を起こさない平和社会の建設
に寄与することを目的とした団
体です。入会を希望する人は下
記までご連絡ください。
◆活動例
・靖国神社参拝を兼ねた会員研修
・各追悼式、慰霊祭への参加
・忠霊塔、慰霊塔の参拝や清掃
◆年会費　1,000円
◆問合せ先　町遺族会事務局　
　（健康福祉課内）
　緯６７５・８１０５

◆問合せ先　企画課
　緯６７５・８１０２

スマートフォンは
こちらから

　小中学校を中心に、全町一斉
「秋のあいさつ運動」を実施しま
す。家庭や地域で、元気なあい
さつの声を交わしましょう！
　近隣の学校の正門前で、ぜひ
あいさつ運動にご参加ください。
◆期間
　　月25日（火）～28日（金）9
◆時間　　時30分～　時頃7 8
※各地域の登校時間に合わせて
実施します。

◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５
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おしらせおしらせ

こどもたちの十五夜募
集

　豊作を祈る「ぼうじぼ」を
作って、一緒にお宿（家々）を
めぐりませんか?ごほうびのお
菓子もあります。
◆日時　9月22日（土）
　　　　13時30分～15時30分
◆場所　仁井田集会所
◆対象者　幼児から小学生
（幼児は保護者同伴、終了30
分前には迎えに来ること）
◆定員　20人
◆参加費　300円（材料費）

　あなたが実践している健康法
とその効果に関する体験談を募
集しています。各賞のほか、応
募者全員に参加賞を進呈します。
◆募集部門　運動部門、暮らし
部門、生きがい部門

◆対象者　後期高齢者医療制度
に加入している本県の被保険者
◆応募方法　健康づくり体験談
（題名と本文、原稿用紙　～2
　枚程度）と必要事項（応募部3
門、郵便番号、住所、氏名、生
年月日、電話番号）を記入し、
郵送またはEメールで提出。

◆応募期限　　月28日（金）必着9
◆申込み・問合せ先
　県後期高齢者医療広域連合
　緯６２７・６８０５
　Eメール
　soumu@kouikirengo-tochigi.jp

健康づくり体験談募
集

　研修を受けて、高齢者や障害を
持つ人の日常生活全般のサポート
する仕事を始めませんか？
◆研修日　11月～　月までの土2
曜日と祝日（計16日）
◆場所　グループたすけあい
エプロン
◆受講費用　　万円（テキスト8
代・検便代含）

◆申込期限　10月15日（月）
◆定員　20人
◆その他　受講の可否を郵送、
または電話で連絡します。
◆申込み・問合せ先　NPO法人
グループ助け合いエプロン
緯６７６・１１００
FAX６７６・１１３９

介護職員初任者研修
受講者

募
集

◆受付期間
　　月　日（水）～28日（金）9 5
◆応募資格　日本国籍を有する
18歳以上21歳未満（年齢は平
成31年　月　日現在）4 1
◆問合せ先
　自衛隊大田原地域事務所
　緯０２８７・２２・２９４０

防衛大学校・
防衛医科大学校学生

募
集

◆日時　10月　日（日）7
　　　　　時30分開場8
◆場所　トレーニングセンター
◆種目　ダブルス
　　　　（男女・クラス別）
◆参加資格　どなたでも
◆参加料　　チーム3,000円1
　　　　　（当日徴収）
◆申込方法　FAX、ショート
メールで申込み
◆申込期限　　月23日（日・祝）必着9
◆申込み・問合せ先　古口久富
　緯０９０・１５０９・６４２５
　FAX　６７６・８６８７

第10回町オープンバド
ミントン大会参加者

募
集

　今年の「たかポタvol.　」は、3
JR烏山線沿線を自転車で巡り
ます。約200人の参加者が町内
を走行しますので、見かけた際
には応援してください。
◆日時　　月24日（月・振休）9
　　　　　時30分～15時30分8
◆発着　ちょっ蔵広場

カラセンめぐり
ポタリング

催
し

◆問合せ先
　町観光協会（産業課内）
　緯６７５・８１０４

◆申込み・問合せ先
　NPO法人次世代たかねざわ
　緯６６６・５４１０
　緯６７５・５６７９

　NHK－BSプレミアムで放
送予定の、「にっぽん縦断　こ
ころ旅（2018秋の旅）」。番組で
は、皆さんからのお
手紙で旅のルートを
決定しています。
◆栃木県の放送予定
　11月12日（月）～16日（金）
◆応募期限　10月　日（月）必着1
◆応募内容　住所・氏名・電話
番号・性別・年齢と高根沢町
内の「思い出の場所・風景に
まつわるエピソード」
◆応募方法　郵送またはホーム
ページ（www.nhk.or.jp/

　kokorotabi/）、FAX（０３・
　３４６５・１３２７）で応募
してください。（郵送先：〒
150－8001　NHK「こころ
旅」係）

◆問合せ先
　NHKふれあいセンター
　緯０５７０・０６６・０６６

にっぽん縦断こころ旅
お手紙募集

募
集
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InformationInformation

ひよこクラブ
◆日時　　月　日（木）10時～9 6
◆内容　手形アートを作ろう
◆定員　　歳　ヶ月までの乳幼1 3
児と保護者10組
◆申込み　申込受付中（電話可）
ハローキッズ
◆日時　　月10日（月）11時～9
◆内容　英語であそぼう
親子陶芸教室
◆日時　　月14日（金）10時～9
◆内容　素敵なお皿を作ろう
◆講師　岩下宗晶氏
◆定員　15組
◆申込み　申込受付中
ファミリーサポート研修会
◆日時　　月18日（火）10時～9
◆内容　こどものあそび
◆講師　田所順子氏
◆対象　ファミリーサポート
会員と興味がある人
◆申込み　申込受付中（電話可）
てんとうむしクラブ
　子育ての体験談・あるある話
等、おしゃべりしませんか?
◆日時　　月21日（金）9
◆内容　・　時30分～10時30分9
　座談会（テーマ「食事」）
　※先着　名5
　・11時～12時
　　子育て相談全般（個別）
◆申込み　申込受付中（電話可）
楽しい製作
◆日時　　月26日（水）10時～9
◆内容　手作りおもちゃ
◆定員　15組
◆申込み　12日（水）から申込開始
臨時休館・閉館のおしらせ
　月　日（木）11時まで9 6
　　14日（金）午前
　　18日（火）午前
　　21日（金）午前
◆申込み・問合せ先
　子育て支援センターれんげそう
緯６７６・１９５５

子育て支援センター
れんげそう

催
し

矢板市
やいた花火大会2018
◆日時　10月13日（土）
　※荒天時は14日（日）に順延
　18時30分～花火打ち上げ
◆場所　矢板市文化会館周辺
◆問合せ先
　やいた花火大会実行委員会
　事務局（矢板市商工会内）
　緯０２８７・４３・１７５５
さくら市
第12回国際太鼓フェスティバル
開催
◆日時　10月21日（日）
　13時30分開場、14時開演
◆場所　氏家公民館ホール
◆入場券　一般500円
※高校生以下無料、当日13時か
ら氏家公民館入口で販売
◆問合せ先　一般財団法人浅野
太鼓文化研究所

　緯０７６・２７７・１７２１
塩谷町
ふるさと高原山を愛する集い
2018～秋のバーベキュー大会～
◆日時　10月　日（月・祝）8
　11時～14時（受付10時30分～）
◆場所　玉生運動広場
◆参加費　10,000円（　グルー1
プ約　名分）4

◆申込期限　　月25日（火）9
◆問合せ先　ふるさと高原山を
愛する集い実行委員会事務局
（塩谷町企画調整課内）　
　緯０２８７・４５・１１１２

塩谷広域おすすめ情報催
し

◆日時　　月　日（木）9 6
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
◆相談員　副所長　安藤 泰  行 、

やす ゆき

　水沼喜代子、矢口 武  一 
たけ いち

◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

心配ごと相談相
談

　小学生以下は保護者同伴でお
越しください。
◆日時　　月24日（月・振休）9
　　　　18時～20時30分
◆場所　ちょっ蔵広場
◆持ち物　懐中電灯・カメラ
◆定員　なし（事前申込不要）
◆指導　夢集団「星とロマンを
語る会」
※曇っている場合は中止です。
◆問合せ先　エコ・ハウスたか
　ねざわ　緯６８０・２０８０

天体観察会
～中秋の名月を見よう!!～

催
し

◆日時　10月　日（火）2
　　　　10時～11時30分
◆場所　改善センター
◆内容　親子でゲームをして楽
しく遊びましょう。
◆対象　未就学児とその保護者
◆持ち物　飲み物
◆問合せ先　家庭教育オピニオ
ンリーダーたかね会

　緯６２７・０６７７

親子で楽しむふれあい交流
～今日はみんなで運動会！～

催
し

　作品展示や発表会、大会など
今年も盛りだくさんで開催しま
す。作品や出演の募集は新聞折
込や町内施設で後日配布するチ
ラシをご確認ください。
◆開催日
　11月　日（土・祝）・　日（日）3 4
◆場所　町民広場内（トレーニ
ングセンター、町民ホール、
歴史民俗資料館ほか）

第40回高根沢町文化祭催
し

◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５
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　皆さんからの相談に相談員が
合同で誠実に対応します。
◆日時　　月20日（木）9
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
人権相談
◆相談員
　人権擁護委員　吉澤政夫
◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５
行政相談
◆相談員
　行政相談委員　鈴木伍郎
◆問合せ先　総務課
　緯６７５・８１０１
心配ごと相談
◆相談員　所長　大野　稔
　　　　　　　　齋藤次央
◆問合せ先　社会福祉協議会
　緯６７５・４７７７

総合相談相
談

一般寄付（敬称略）
◆フレンド会会長　小林たかし

20,000円
歌の交歓発表会チャリティ募金
たかねざわ愛の基金（敬称略）
◆匿名 4,192円
◆匿名 1,501円
　7月31日現在合計額

130,110,996円
フードバンク（敬称略）
◆鈴木幾子　レトルト食品30点
1.9㎏
西日本大雨災害義援金（敬称略）
◆田代 40,087円
◆すっきりスリム自主体操

10,000円
◆元気あっぷ豆2クラブ

10,000円

寄付をいただきました報
告

町長杯ゲートボール大会
優　勝　中郷チーム
準優勝　宝積寺チーム
ゲートボール協会　月月例会7
優　勝　中郷チーム
準優勝　宝積寺チーム
町議長杯グラウンド・ゴルフ大会
男子　優　勝　小島光男
　　　準優勝　大森　勇
　　　第　位　木村武夫3
女子　優　勝　野口光江
　　　準優勝　吉野起世子
　　　第　位　松島チエ3
第　回町民ゴルフ大会8
総合　優　勝　齋藤勇次
　　　準優勝　青柳治男
シニアの部
優　勝　永井孝之
準優勝　鈴木　達
グロスの部（男子）
優　勝　相馬利高
準優勝　永井孝之
グロスの部（女子）
優　勝　飯野礼子
準優勝　小磯和枝
第36回町長杯争奪バドミントン
大会
男子クラス
優　勝　金川智之・照屋大志
準優勝　有働　武・千葉暁生
混合クラス
優　勝　田村　崇・橋本　彩
準優勝　古口久富・松本成美

スポーツ結果報
告

 栃木支社キリンビール㈱
宇都宮市大通り二丁目1番5号
明治安田生命宇都宮大通りビル2F
Tel：028-634-8332 fax：028-634-8334

消防団活動を応援しています。消防団協力事業所

 

　弁護士による専門的で適切な
助言指導を行います。
◆日時　　月14日（金）9
　　　　　時30分～12時9
◆場所　福祉センター
◆定員　　人（　人30分間程度）5 1
◆申込み　電話または来所にて
申込み（定員になり次第終了）

◆その他　予約の際に相談概要
を伺います。

◆申込み・問合せ先　社会福祉
協議会　緯６７５・４７７７

弁護士による
無料法律相談

相
談

Information おしらせ

西日本大雨災害義援金の募金箱
を設置しました
◆設置場所
・役場総合窓口
・福祉センター
◆義援金について
　義援金は、手数料等を差し引
くことなく全額が寄付されます。
被災地それぞれの行政や日本赤
十字社支部等で構成される「災
害義援金募集・配分委員会」で
定める配分基準に基づき、各市
町村を通じて被災された方々に
配分されます。
◆問合せ先　社会福祉協議会
　緯６７５・４７７７

新米祭り
◆開催日　　月23日（日・祝）10時～15時9
◆内　容　減農薬減化学肥料で育てられた、新
米コシヒカリを販売（要予約、当日販売も若干
予定）、新米が楽しめる模擬店も出店します。
◆問合せ先　元気あっぷむら　緯６７６・１１２６



広報たかねざわ（2018・　月号）921

塩谷郡市
医師会
コラム

文芸
コーナー

columnコラム

短
歌　

町
文
化
協
会
短
歌
会
選

サ
ッ
カ
ー
に
熱
狂
し
つ
ひ
に
仕
事
忘
れ

　

テ
レ
ビ
に
か
じ
り
て
高
ら
か
な
歓
声 
鶴
見　

登
代
（
伏　

久
）

残
飯
を
あ
さ
り
て
今
朝
も
雀
た
ち

　

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
は
ね
て
吾
を
労
う 

鈴
木　

規
尹
（
宝
積
寺
）

「
パ
リ
ッ
パ
リ
ッ
」
リ
ズ
ム
と
る
よ
う
音
が
す
る

　

古
漬
き
ゅ
う
り
食
む
孫
の 
口  
許  

赤
羽　

孝
子
（
上
高
根
沢
）

く
ち 
も
と

 
篭 
背
負
ひ
田
の
畦
道
を
登
り
来
る

か
ご

　
 
亡  
母 
の
姿
に
目
覚
め
し
暁 

阿
久
津
フ
サ
ヨ
（
宝
積
寺
）

は 

は

夏
空
へ
咲
き
の
ぼ
り
ゆ
く
立
ち
葵

　

娘
の
行
く
世
界
が
見
え
に
く
く
な
り 
君
島　

靜
子
（
花　

岡
）

俳
句　

町
文
化
協
会
俳
句
会
選

ア
キ
ュ
ム
カ
ー
見
送
る
先
の
麦
の
秋 

澁
谷　

道
子
（
石　

末
）

複
線
の
始
発
南
へ
夏
つ
ば
め 

岩
原　

友
子
（
石　

末
）

雨
晴
れ
て
芽
吹
き
一
斉 
大  
豆  
畑  

村
上　

利
子
（
伏　

久
）

だ
い 

ず 

は
た

 
夕  
端  
居 
紫
色
に
発
車
ベ
ル 

戸
田　

睦
朗
（
中
阿
久
津
）

ゆ
う 
は
し 

い

川
柳　

町
文
化
協
会
川
柳
会
選　

手
応
え
に
取
り
込
む
釣
り
師
え
び
す
顔 
山
本　
　

実
（
宝
積
寺
）

平
成
の
終
り
重
な
る
誕
生
日 

平
野　

み
さ
（
宝
積
寺
）

金
槌
の
リ
ズ
ム
が
狂
う
物
思
い 

上
野　
　

豊
（
大　

谷
）

小
資
金
木
の
葉
の
よ
う
に
倍
に
化
け 

後
藤
ま
も
る
（
太　

田
）

青
空
に
誘
わ
れ
そ
そ
る
旅
心 

小
川　

晴
代
（
中
阿
久
津
）

作
品
募
集　

締
切
…
毎
月　

日　

提
出
先
…
企
画
課

25

　

作
品
の
掲
載
時
に
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
人
の
4
人
に
1
人
は

が
ん
で
亡
く
な
り
ま
す
。
最

近
で
こ
そ
、
が
ん
死
の
1
位

は
肺
が
ん
で
す
が
、
日
本
人

に
と
っ
て
今
で
も
が
ん
と
い

え
ば
胃
が
ん
を
真
っ
先
に
連

想
す
る
く
ら
い
多
い
病
気
で

す
。
そ
の
た
め
日
本
人
の
医

学
者
は
そ
の
早
期
発
見
と
治

療
法
の
研
究
に
心
血
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

バ
リ
ウ
ム
と
い
う
造
影
剤
を

用
い
た
X
線
に
よ
る
胃
透
視

法
が
確
立
さ
れ
、
検
診
も
普

及
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
胃

カ
メ
ラ
の
開
発
に
よ
り
早
期

胃
が
ん
の
発
見
率
も
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

胃
が
ん
の
原
因
の
大
部
分
が

ピ
ロ
リ
菌
と
い
う
細
菌
だ
と

わ
か
り
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌

す
る
こ
と
で
胃
が
ん
に
な
る

危
険
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

塩
谷
郡
市
医
師
会
で
は
、

2
市
2
町
に
申
し
入
れ
て
平

成　

年
か
ら
胃
が
ん
リ
ス
ク

26
検
診
（
A
B
C
検
診
と
も
呼

ば
れ
る
）
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
検
診
は
血
液
検
査
で
ピ

ロ
リ
菌
の
有
無
と
胃
粘
膜
か

ら
分
泌
さ
れ
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
胃

が
ん
に
な
り
や
す
い
か
ど
う

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
生

涯
に
1
度
行
う
だ
け
で
済
み

ま
す
。
検
診
の
結
果
に
よ
り
、

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
を
行
う
必

要
が
あ
る
か
、
胃
カ
メ
ラ
検

査
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
断

し
ま
す
。
こ
の
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
に
よ
っ
て
従
来
の
胃

バ
リ
ウ
ム
検
診
で
見
落
と
さ

れ
て
い
た
早
期
胃
が
ん
が
何

例
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
は
早
期
で
発
見
可

能
な
代
表
的
な
が
ん
の
一
つ

で
あ
り
、
早
期
発
見
す
れ
ば

確
実
に
治
癒
で
き
ま
す
。
し

か
し
ま
だ
ま
だ
検
診
を
受
け

る
人
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
胃
が
ん
を
早
期
発
見

し
胃
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な

い
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
方

に
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
塩
谷
郡
市
医
師
会

主
催
の
市
民
公
開
講
座
の

テ
ー
マ
は
「
胃
が
ん
の
原
因

は　

％
ピ
ロ
リ
菌
だ
っ
た

99
錘
」。
さ
く
ら
市
氏
家
公
民

館
で
来
る　

月　

日
（
日
）

10

14

午
後
1
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

さ
く
ら
市
の
黒
須
病
院
の 
手 て

 
塚  
幹  
雄 
院
長
が
司
会
を
務
め
、

づ
か 
み
き 

お

根
本
医
院
の 
根 ね 
本  
祐  
太 
院
長

も
と 
ゆ
う 

た

と
花
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
の 
花  
塚 

は
な 
つ
か

 
和  
伸 
院
長
が
胃
が
ん
と
胃
が

か
ず 
の
ぶ

ん
リ
ス
ク
検
診
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
3
2
9−

1
3
1
2　

さ

く
ら
市
桜
野
1
3
1
9−

3

塩
谷
郡
市
医
師
会
ま
で

塩
谷
郡
市
医
師
会
会
長

岡　

一
雄
（
さ
く
ら
市
）

市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

胃
が
ん
撲
滅
の
た
め
に



（2018・　月号）広報たかねざわ9 22

タウントピックス

水泳で関東大会へ
　北高根沢中水泳部の 芝  秀  剛 さんが県予選を突破

しば ひで たか

し、男子50m自由形と男子100mバタフライで　8
月　日から10日に開催された関東中学校水泳競8
技会に出場しました。
　出場の報告のために加藤公博町長の元を訪れた
芝さんは、「昨年はバタフライだけだったが、今年
は　種目で出場できる。どちらも自己ベストを出2
せるよう頑張りたい。」と意気込みを話し、大会で
も全力を尽くしました。

陸上の全国大会で入賞
　阿久津中陸上部の 伊  藤  妃  菜 さん、 滝  田  花  凛 さん、

い とう ひ な たき た か りん

 仁  野  平  千  怜 さん、 大  谷  美  千  香 さんの　人が、女子
に の ひら ち さと おお や み ち か

4
400mリレーで関東中学校陸上競技大会と全日本
中学校陸上競技選手権大会に出場しました。全日
本中学校陸上競技選手権大会では決勝に進み、見
事　位入賞を果たしました。7
　また、仁野平さんは女子200m走でも両大会に
出場し、関東中学校陸上競技大会では　位に入賞5
しました。

阿久津小金管バンド部が表彰されました
　阿久津小金管バンド部は、平成27年から平成29
年の　年連続で全日本小学校バンドフェスティバ3
ルに出場しています。その実績が評価され、県吹
奏楽連盟より表彰状とトロフィーが贈られました。
　なお、阿久津小金管バンド部は　月16日に行わ9
れる東関東吹奏楽コンクールと10月　日に行われ7
る東関東小学校バンドフェスティバルへの出場を
決めています。

地域の力表彰
　地域に貢献している人を表彰する「地域の力表
彰」が　月26日に行われました。7
　 和  田  啓  子 さんと 鈴  木  幾  子 さんは、小中学校の下

わ だ けい こ すず き いく こ

校時に交通安全のため立哨指導を行っています。
　 福  島  和  夫 さんは、学童野球の子どもたちのため

ふく しま かず お

に、読売ジャイアンツの元選手を招いて「さわや
か野球教室」を実施しました。
　また、 亀  田  征  二 さんは児童の安全・安心のため

かめ だ せい じ

に中央小スクールガードとして活躍しています。
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Town Topics

元気あっぷむらで夏祭り
　　月13日の午後から夜にかけて、「元気あっぷ8
むら夏祭り＆ミニ打上花火大会」が開催されまし
た。会場には町内飲食店を中心とした模擬店やス
テージイベントが催され、県内外から多くの人が
訪れました。
　また親水公園では、手持ち花火をプレゼントさ
れて喜ぶ子どもたちの姿や、レジャーシートを敷
いて家族で打上花火を楽しむ様子が見られました。

阿久津中で肝試し
　　月17日、夜の学校を懐中電灯で探検する「阿8
久津中肝試し」が開催されました。
　このイベントは、参加者が中学生に校内を案内
してもらいながら用意されたクイズを解いていく
ものです。道中には、先生や生徒が工夫を凝らし
た様々な仕掛けがあり、驚いた参加者の悲鳴や笑
い声があちこちから聞こえてきました。
　案内役として参加した阿久津中　年の 渡  邊  友  花 

わた なべ とも か

2
さんは、「小さい子とふれあうことができて楽し
かった。」と話していました。

古代の暮らしを学ぶ
　縄文時代の暮らしを学ぶ「縄文道場」が　月19日、8
歴史民俗資料館で行われました。
　参加者は本物の土器や狩りの道具に触れたり、
実際に石器づくりを体験したりしながら、講師の
 亀  田  幸  久 氏（県埋蔵文化財センター）から使い方
かめ だ ゆき ひさ

や当時の食事などについて話を聞きました。
　石器づくりをした小学生からは、「最初は難し
かったけど、力を入れたら簡単に石を削ることが
できた。」といった感想が聞かれました。

サマーボランティア
　社会福祉協議会では毎年、夏休み中の町内在
住・在学の中学生と高校生を対象に、町内の保育
園や福祉施設、図書館のお手伝いをする「サマー
ボランティア」を募集しています。
　空と大地保育園で　日ボランティアを体験した1
阿久津中　年の 清 

し

 水  萌  花 さんと 宮  本  紗  良 さんは、
みず も か みや もと さ ら

3
「小さい子と一緒に遊べて楽しい。人見知りの子
でも何度も話しかけるうちに話してくれるように
なって嬉しい。」と話していました。
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おしらせ

本

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

9
月
の
展
示

「
救
急
特
集
」

　

9
月
9
日
は「
救
急
の
日
」。
小
さ
な

ケ
ガ
の
手
当
て
か
ら
災
害
時
の
行
動
ま

で
、
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
「
そ

の
時
」
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
開
館
時
間

　

中
央
館　

9
時
～　

時
19

　

仁
井
田
・
上
高
根
沢
分
館

　
　
　
　
　

9
時
～　

時
18

◆
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

　

年
末
年
始
、
特
別
整
理
日

◆
問
合
せ
先

　

中
央
館　
　

緯
6
7
5
・
6
5
3
1

　
仁
井
田
分
館　

緯
6
7
6
・
3
1
5
5

　
上
高
根
沢
分
館　

緯
6
8
0
・
1
7
7
0

　

気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
覚

え
て
お
き
た
い
、
全
国
各
地
の
こ
と
わ

ざ
や
言
い
伝
え
を
や
さ
し
く
解
説
し
た

一
冊
で
す
。

気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
大
切
な
こ
と

わ
ざ

《
弓
木
春
奈
／
著　

河
出
書
房
新
社
》

♪
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
中
央
館
）
♪

ベ
ビ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
教
室

◆
日
時　

4
日
（
火
）　

時
～　

時

10

11

◆
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

15

お
は
な
し
玉
手
箱

◆
日
時　
　

日
（
水
）　

時
～　

時

12

10

12

笑
い
ヨ
ガ

◆
日
時　
　

日
（
火
）

18

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

13

30

14

30

◆
定
員　
　

名
（
先
着
順
）　

20

☆「
図
書
館
ご
縁
ま
つ
り
」
開
催
☆

◆
日
時　
　

日
（
土
）

15

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

10

16

30

◆
内
容

・
ア
ト
リ
エ
び
っ
き
に
よ
る
人
形
劇

・
ミ
ニ
図
書
館
寄
席

・
妖
怪
ク
イ
ズ
と
妖
怪
カ
ー
ド
づ
く
り

体
験

・
南
京
た
ま
す
だ
れ
の
実
演

・
ゆ
か
た
の
着
付
け
教
室

・
タ
ン
タ
ン
、
モ
モ
タ
ン
撮
影
会

・
昭
和
の
映
画
鑑
賞
会（「
ウ
ル
ト
ラ
Q

2
」
を
上
映
）

・
縁
日
＆
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

※当日は駐車場の混雑が予想されるため、臨時駐車場を利用してください。

　

二
次
災
害
の
防
ぎ
方
、
心
肺
蘇
生
や

A
E
D
の
使
用
方
法
な
ど
、
救
急
車
が

来
る
ま
で
に
役
立
つ
知
識
・
応
急
手
当

方
法
を
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。

よ
く
わ
か
る
み
ん
な
の
救
急

《
坂
本
哲
也
／
編　

大
修
館
書
店
》

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
食
品
募
集
）

　
「
図
書
館
ご
縁
ま
つ
り
」会
場
で
食

品
募
集
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家

で
余
っ
て
い
る
保
存
食
品（
賞
味
期
限

が
1
ヶ
月
以
上
あ
る
も
の
）
を
、
必

要
と
す
る
人
に
提
供
し
ま
せ
ん
か
?

◆
問
合
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　

緯
6
7
5
・
4
7
7
7
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Information

催し

歴
史
民
俗
資
料
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

◆
入
館
料

　

無
料

◆
開
館
時
間

　

9
時
～　

時
17

◆
休
館
日

　

月
曜
日
、
9
月　

日
・　

日
（
火
）

18

25

※
9
月　

日
・　

日
は
開
館

17

24

◆
問
合
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
6
7
5
・
7
1
1
7

　

資
料
館
の
本
屋
に
泊
ま
っ
て
、
う
ど

ん
作
り
や
昔
の
遊
び
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
。

◆
日
時

　

9
月　

日
（
土
）
夕
方
～

29

　
　
　
　

日
（
日
）
午
前
中

30

◆
対
象　

町
内
の
小
学
5
・
6
年
生

◆
定
員　
　

名
10

◆
参
加
費　

1
人
1
埀
0
0
0
円

◆
申
込
み　

9
月
1
日（
土
）9
時
～

　
　
　
　
　

電
話
受
付
（
先
着
順
）

資
料
館
に
泊
ま
ろ
う

　

通
常
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
御

料
牧
場
の
中
を
バ
ス
に
乗
っ
て
見
学

し
ま
す
。
御
料
牧
場
職
員
に
よ
る
特

別
な
野
菜
作
り
や
馬
車
、
畜
産
な
ど
に

つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　
　

月　

日
（
月
）

10

15

　

①
9
時　

分
～　

時　

分

50

11

40

　

②　

時　

分
～　

時　

分

13

20

15

10

◆
集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

◆
定
員　

①
、
②
と
も
各　

名
30

※
町
内
在
住
の
人
と
そ
の
同
行
者
に

限
り
ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み　

9
月　

日
（
火
）
9
時
～

11

　
　
　
　
　

電
話
受
付
（
先
着
順
）

御
料
牧
場
見
学
会

　

1
9
5
8
年
（
昭
和　

年
）
に
阿

33

久
津
町
と
北
高
根
沢
村
が
合
併
し
、

高
根
沢
町
が
う
ま
れ
て
か
ら　

年
。

60

町
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
、
変
化
し

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

町
が
歩
ん
で
き
た　

年
間
を
た
ど

60

り
ま
す
。

◆
期
間

9
月
8
日（
土
）～　

日（
月
・
振
休
）

24

企
画
展
「
町
制
施
行　

周
年
記
念

60

展
～
あ
れ
か
ら　

年
」

60

▶
「
高
根
沢
町
の
歌
」
・
「
高
根
沢
音
頭
」
の

レ
コ
ー
ド

　

世
界
中
で
愛
さ
れ
、
販
売
1
億
台

を
超
え
た
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
、
町
と

同
じ
く
今
年
で
発
売　

周
年
を
迎
え

60

ま
す
。

　

今
年
の
H
o
n
d
a
展
は
1
9
5

9
年
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
C　

、
2
0

100

0
1
年
の
シ
ビ
ッ
ク
タ
イ
プ
R
、
1

9
9
5
年
の
イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
R

の
3
台
が
登
場
し
ま
す
。

◆
期
間　

9
月　

日
（
土
）
～

29　　

月
4
日
（
日
）

11

企
画
展「
H
o
n
d
a　

E
x
h
i
b

i
t
i
o
n
～
T
Y
P
E　

R
」

　

桑
窪
・
柏
崎
地
区
の
石
仏
を
バ
ス
で

巡
っ
て
見
学
し
ま
す
。
文
化
財
専
門
員

が
解
説
し
ま
す
。

◆
日
時　
　

月　

日
（
木
）

10

11

　
　
　
　

9
時
～　

時
11

◆
集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

◆
定
員　
　

名
20

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み　

9
月
4
日（
火
）9
時
～

　
　
　
　
　

電
話
受
付
（
先
着
順
）

石
仏
め
ぐ
り
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おしらせ

　

町
内
の
有
志
に
よ
る
お
祭
り
「
た
ん

た
ん
祭
り
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

◆
日
に
ち　
　

月　

日
（
土
）

10

27

　
（
雨
天
順
延
）

◆
場
所　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
所
有
地

協
賛
金
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
た
ん
た
ん
祭
り
」は
手
作
り
の
お
祭

り
で
す
。
多
く
の
人
か
ら
の
協
賛
金
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
運
営
協
賛
金

　

一
口
5
千
円（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

◆
花
火
協
賛
金

　

祝
い
事
の
記
念
に
花
火
を
打
ち
上
げ

て
は
い
か
が
で
す
か
?

・
4
号
花
火
1
発
…
5
千
円

・
4
号
花
火
2
発
…
1
万
円

・
5
号
花
火
1
発
…
1
万
円

・
創
作
花
火
…
…
…
3
万
円

・
尺
玉
…
…
…
…
…
5
万
円

◆
問
合
せ
先

た
ん
た
ん
祭
り
実
行
委
員
会
（
産
業

課
内
）　

緯
6
7
5
・
8
1
0
4

「
来
年

回
目
た
ん
た
ん
祭
り

ハ
ン
パ
な
い
っ
て
！
」

10

た
ん
た
ん
祭
り
2
0
1
8
を
開
催
し
ま
す

　

県
内　

市
町
と
県
は
、
税
金
の
滞
納

25

に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
物
品
を
売
却
す

る
「
公
売
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

　

9
月　

日
（
木
）

27

・
下
見
会
、
受
付　
　

時
～　

時

10

12

・
公
売
会　
　

時
～

12

◆
場
所　

県
河
内
庁
舎　

本
館
5
階
大

会
議
室
（
〒
3
2
1−

0
9
7
4

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0−

2
）

◆
方
法　

会
場
せ
り
売
り
方
式
（
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
形
式
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　

宇
都
宮
県
税
事
務
所
特
別
整
理
担
当

　

公
売
担
当　

緯
6
2
6
・
3
1
7
1

　

税
務
課
収
納
対
策
係

緯
6
7
5
・
8
1
2
4

税
の
公
平
性
と
税
収
確
保
の
た
め

差
押
え
物
品
公
売
会
を
実
施
し
ま
す

　

町
と
N
H
K
宇
都
宮
放
送
局
で
は
、

ラ
ジ
オ
第
1
「
上
方
演
芸
会
」
の
公
開

収
録
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
番
組
で
は
、
上
方
芸
人
に
よ
る

漫
才
・
漫
談
な
ど
、
上
方
な
ら
で
は
の

話
芸
の
数
々
を
披
露
し
ま
す
。

　

観
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
　

月
9
日
（
金
）

11

　
　

時
開
場　
　

時　

分
開
演

18

18

30

◆
場
所

　

町
民
ホ
ー
ル

◆
出
演
者

・
一
本
目　

幸
助
・
福
助
、
な
す
な
か

に
し

・
二
本
目　

宮
川
大
助
・
花
子
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

※
出
演
者
は

都
合
に
よ

り
変
更
す

る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

観
覧
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券

（
1
枚
で
2
人
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）
に

記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
往
信
用
裏
面
】

　

郵
便
番
号
、住
所
、名
前
、電
話
番
号

【
返
信
用
表
面
】

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前

【
返
信
用
裏
面
】

　

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
抽

選
結
果
を
印
刷
し
て
返
送
し
ま
す
。）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

当
選
者
に
は
入
場
整
理
券
を
、
落
選

し
た
人
に
は
そ
の
旨
を
伝
え
る
案
内

を　

月　

日（
金
）頃
に
送
付
し
ま
す
。

10

26

※
1
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

◆
宛
先

　

〒
3
2
9

−

1
2
2
5

　

高
根
沢
町
石
末
1
8
2
5

　

高
根
沢
町　

生
涯
学
習
課

　
「
上
方
演
芸
会
」
係

◆
申
込
期
限

　
　

月　

日
（
金
）
必
着

10

12

◆
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

　

N
H
K
宇
都
宮
放
送
局

　

緯
6
3
4
・
9
1
5
5

町
制
施
行

周
年
記
念
・
N
H
K
宇
都
宮
放
送
局
開
局

周
年
記
念

60

75

「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録　

観
覧
者
募
集

宮川大助・花宮川大助・花子子
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Information

　

笑
顔
と
自
分
に
似
合
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
身
に
つ
け
、
第
一
印
象
を
上
げ
ま

せ
ん
か
?
デ
ザ
ー
ト
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
付
き

で
す
。

◆
日
時　
　

月
6
日
（
土
）

10

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

13

15

30

◆
場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

概
ね　

歳
～　

歳
の
独
身
男
女

25

45

　
（
男
性
は
町
在
住
・
在
勤
に
限
る
）

◆
定
員　

男
女
各　

名
程
度

15

　
　
　
　
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費　

1
埀
0
0
0
円

◆
講
師

 
永  
山  
映  
美 
氏

な
が 
や
ま 

え 

み

（D
esign

H
eartC

om
p
an
y

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
リ
ス
ト
骨

格
・
カ
ラ
ー
診
断
士
）

◆
申
込
期
間

　

9
月　

日
（
月
）
～　

日
（
日
）

10

30

◆
申
込
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
込
み

※
抽
選
結
果
は
申
込
期
間
後
に
メ
ー
ル

で
連
絡
し
、
当
選
者
に
は
郵
送
で
案

内
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

町
の
結
婚
支
援
事
業

骨
格
診
断
で
印
象
U
P
！　

参
加
者
募
集

　

誰
も
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

9
月　

日
（
日
）

30

　
　
　
　

9
時
開
会
式

◆
場
所　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
み
に
つ
い
て

　

交
流
大
会
の
み
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。

◆
種
目

・
交
流
大
会　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
体
験
あ
り
）、

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

・
体
験
種
目　

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
室
内
ペ
タ
ン
ク
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、カ
ロ
ー
リ
ン
グ

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

町
制
施
行

周
年
記
念

60

第　

回
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

21

　

チ
ャ
ー
ハ
ン
・
酢
豚
な
ど
簡
単
に
で

き
て
美
味
し
い
中
華
を
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
?

◆
日
時　

9
月　

日
（
土
）

22

　
　
　
　
　

時
～　

時

10

13

◆
場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

料
理
に
興
味
の
あ
る
男
性

◆
定
員　
　

名
程
度

10

◆
参
加
費　

1
埀
0
0
0
円
（
材
料
費
）

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

「
カ
ン
タ
ン
中
華
」
で
楽
し
く
料
理

男
子
厨
房
に
入
ろ
う　

参
加
者
募
集

　

町
民
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
出
場
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
精

い
っ
ぱ
い
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

◆
日
時　
　

月　

日
（
日
）

11

25

　
　
　
　
　

時　

分
～

12

30

◆
募
集
内
容

　

ダ
ン
ス
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
合
唱
・

楽
器
演
奏
・
空
手
・
コ
ン
ト
・
学
習
発

表
な
ど

◆
対
象

　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

◆
申
込
期
限　

9
月　

日
（
金
）

28

キ
ミ
も
ワ
タ
シ
も
主
人
公

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ　

出
場
者
募
集

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

▲カレー作り時の様子
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8
月　

日
に
行
わ
れ
た
町
制

11

施
行　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、

60

一
時
的
に
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、

お
か
げ
さ
ま
で
大
き
な
事
件
や

事
故
も
な
く
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
来
場
者
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
ね
。

　

さ
て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
前
日
の
8
月　

日
、
高

10

根
沢
で
は
1
時
間
に
約
1
2
0

ミ
リ
も
の
猛
烈
な
雨
が
降
り
、

宇
都
宮
地
方
気
象
台
か
ら
は

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」ま
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
活
躍
し
た
の
が
町

消
防
団
の
皆
さ
ん
。
危
険
箇
所

が
な
い
か
、
朝
の
5
時
半
ま
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

打
上
花
火
時
の
周
辺
の
警
戒
や

交
通
整
理
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

町
と
共
に
誕
生
し
た
町
消
防

団
は
、
文
字
通
り
「
町
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
」
心

強
い
存
在
で
す
。
今
回
改
め
て

そ
の
有
難
味
を
感
じ
ま
し
た
。

（
と
し
）

HAPPY　
BIRTHDAY
　満　歳までのアイドルを募集しています。　 人　回の掲載です。5 1 1
誕生月（掲載月）の　か月前から前の月の　日まで受け付けます。3 5
　ご希望の方は企画課緯６７５・８１０２まで。

水沼　奏音（かなと）ちゃん
平成25年　月16日（宝石台）9
幸生さん・桂子さんの子

　新年の走り始めはこの大会から！日本陸上競技
連盟公認の自然豊かなフラットコースのハーフマ
ラソンで自己記録を更新しよう！

◆日にち　平成31年　月13日（日）小雨決行1
　・開会式　　時30分～　・競技開始　　時～8 9
◆種目　ハーフマラソン、10㎞、　 ㎞、　 ㎞、親子5 2
（小学）　 ㎞2
※ハーフマラソンのコースは、日本陸上競技連盟
公認です。
◆参加料
　ハーフマラソン…4,000円、一般…3,000円、
　親子…2,000円、高校生1,000円、小・中学生…500円

町町町町町町町町町町元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気ああああああああああっっっっっっっっっっぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーフフフフフフフフフフママママママママママララララララララララソソソソソソソソソソンンンンンンンンンン大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸連連連連連連連連連連公公公公公公公公公公認認認認認認認認認認町元気あっぷハーフマラソン大会（日本陸連公認）））））））））））
兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼長長長長長長長長長長距距距距距距距距距距離離離離離離離離離離走走走走走走走走走走大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会兼長距離走大会　参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集参加者募集

◆申込方法・期限
①郵便振替
　　月　日（金）～11月12日（月）　※当日消印有効9 7
※必要事項を記入し、ゆうちょ銀行または郵便
局、生涯学習課で申し込んでください。

②インターネットエントリー
　　月　日（金）～11月19日（月）9 7
※RUNNET（http://runnet.jp/）から申
し込んでください。

詳しくは、大会ホームページを確認してくだ
さい。

元気あっぷハーフマラソン大会

◆問合せ先　マラソン大会事務局（生涯学習課）
　緯６７５・３１７５


